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まちの話題

8きらりと光る　まち　日野町

左から浅井所長、柴田さん、生塩さん、伊田さん

　
高
校
受
験
を
控
え
る
地
元
の
中
学
生

に
、
無
事
志
望
校
に
合
格
し
て
欲
し
い

と
、
12
月
11
日
、
町
内
の
福
祉
作
業
所
セ

ル
プ
ひ
の
（
社
会
福
祉
法
人
祥
和
会
）
が

絵
馬
を
贈
り
ま
し
た
。

　
絵
馬
は
、
同
施
設
の
職
員
と
利
用
者
の

手
作
り
で
、
生
徒
ら
の
合
格
祈
願
を
込
め

「
大
願
成
就
」
と
大
き
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　
日
野
中
学
校
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で

は
、
セ
ル
プ
ひ
の
の
浅
井
誠
司
所
長
と
利

用
者
の
伊
田
祥
弘
さ
ん
が
、
3
年
生
代
表

の
柴
田
和
輝
さ
ん
と
生
塩
実
優
さ
ん
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　
2
人
は
「
全
員
希
望
の
進
路
へ
行
け
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
受
け
取
り
、
受
験
へ

向
け
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

希
望
の
進
路
へ
気
持
ち
新
た
に

セ
ル
プ
ひ
の
が
絵
馬
を
寄
贈

心
も
体
も
温
ま
る
音
楽
と
お
は
な
し
の
夜

お
は
な
し
と
音
楽
の
夕
べ

　
12
月
12
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
お

は
な
し
と
音
楽
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
冬
の
夜
に
音
楽
と
お
は
な
し

で
心
を
温
め
て
も
ら
お
う
と
、
町
内
の
お

は
な
し
グ
ル
ー
プ「
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
」

と
町
内
外
の
語
り
手
が
、「
う
し
か
た
や

ま
ん
ば
」「
ヨ
リ
ン
デ
と
ヨ
リ
ン
ゲ
ル
」「
こ

び
と
く
つ
や
」
な
ど
の
紙
芝
居
や
お
は
な

し
、
ギ
タ
ー
の
生
演
奏
な
ど
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
出
演
者
の
語
り
に
来
場
者
は
寒
さ
も
忘

れ
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ギターの生演奏を聞きながら物語の世界へ

図
書
館
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

　

町
で
は
、
国
の
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
を
活
用
し
、
町
図
書
館
の

１
階
フ
ロ
ア
、
お
よ
び
、
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ひ
の
・
交
流
ホ
ー
ル
の
照
明
（
そ

れ
以
外
は
前
年
度
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ

交
換
済
み
）
を
そ
れ
ぞ
れ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
へ
交
換
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
図
書
館
で
は
約

40
％
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
・
交
流

ホ
ー
ル
で
は
約
53
％
の
省
エ
ネ
効
果

が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
に
は
昼
白
色
の
照
明

を
使
い
、
本
や
雑
誌
、
新
聞
な
ど
が

読
み
や
す
く
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の

で
は
、
電
球
色
の
照
明
を
使
い
、
目

に
優
し
く
料
理
を
お
い
し
く
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
図
書
館
や
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ひ
の
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
町
図
書
館
（
電
話
　
72
‐
１
３
０
０
）

　
　
　
　
　  

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
（
電
話
　
77
‐
０
３
３
３
）

電球色の優しい温かみのある光が照らす
（リバーサイドひの・交流ホール）

奥まで明るく照らされより開放的に
（町図書館 1階フロア）
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基本目標 産業振興を図り、雇用を確保・創出する

数値目標 雇用創出数：5年間で延べ 50人

元日野サンプラザ

＜戦略のポイント＞
◎遊休施設の有効活用による雇用、にぎわい創出
　町内は狭い農地が多く、大規模工場の誘致に適した広い土地も少なく、
情報通信などインフラ整備も遅れており、雇用の創出に直結する企業や商
業施設の誘致において条件不利地となっています。
　このため、元日野サンプラザなど町内の中心地にある空き店舗などの遊
休施設の有効活用を図り、事業所、店舗などの誘致の促進による雇用創出、
交流人口の拡大によるにぎわいづくりを進めます。

▶基幹産業である農林業の振興
　日野町産米をはじめとする特産品の生産および販路の拡大、ブランド化に取り組むとともに、将来の農
林業の担い手として専門的人材の確保・育成や地域おこし協力隊の増員など、町の基幹産業である農林業
を振興します。
▶事業所・店舗等誘致促進、起業等支援
　遊休施設を有効活用した事業所、店舗などの誘致による雇用創出やにぎわいづくり、町内における新た
な起業などへの支援に取り組みます。併せて、事業所などの誘致促進のため高速ブロードバンドの導入に
向けた取り組みを進めます。
▶商工団体との連携による後継者対策、町内の消費拡大
　商工団体と連携して町内の商店や事業所の後継者確保を支援するとともに、商品券の発行などを行い、
町内の消費拡大に努めます。

【
基
本
的
方
向
】

　シリーズ第３回目は、「産業・雇用」分野です。

シ リ ーズ

きらり日野町創生戦略 ～まちが持続していくために～

今回のテーマ

「産業・雇用」

【問合せ先】役場企画政策課（電話 72-0332）

ＪＲ伯備線の積極的な利用を！
伯備線近隣３町村が根雨駅における特急「やくも号」のダイヤ改正を要望

　12 月 22 日、景山町長をはじめとする日野町、江府町、新庄村の伯備線近

隣３町村の代表者が、ＪＲ西日本米子支社の松岡俊宏支社長を訪ね、ＪＲ伯備

線を運行する特急「やくも号」について、根雨駅における乗客の乗降回数を増

やしてもらうよう要望活動を行いました。

　町では、今後、根雨駅における特急「やくも号」をはじめとするＪＲ伯備線

の利用促進を目的とした取り組みを進めたいと考えています。町民の皆さんの

ご理解とご協力をお願いします。

【要望内容】
　ＪＲ伯備線を運行する特急「やくも号」のうち、列車待ち合わせのため根雨駅に停車するもののドアが
開閉せず、乗客の乗降ができない列車があります。
　通勤・通学などの利便性向上による移住・定住の促進、ならびに観光客の誘致による観光振興を図るため、
根雨駅に停車するすべての「やくも号」において乗客の乗降ができるようダイヤの改正を強く要望します。

【問合せ先】役場企画政策課（電話 72-0332）

要望書を松岡支社長（右）
へ手渡す景山町長


